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● 賃貸住宅ニュース
賃貸住宅での防犯対策を考える！

～自宅や近所で空き巣に入られた事がある17.7％！～
警備会社大手である、ALSOKにて20歳から69歳までの男女を対象に、「空き巣被害に関する
意識調査」を行いました（調査期間は2018年6月1日～5日 対象600人 持ち家・賃貸住
宅は無作為）。その結果、自宅もしくは近所の住宅が空き巣に入られた経験はありますか？で
は、「ある」と回答した人が、17.7%にものぼっていことがわかりました。

今回オーナー様には、貸家・賃貸住宅で絞って考えてみましょう。入居者の方ができる対策は「補助錠を付けるな
どで鍵を増やすか」「防犯フィルムをガラスに貼る」、または「それが最初から設備として付加されている物件を選ぶ」に
なるでしょう。それらがなく不安であれば「転居する」も選択肢の一つになるとも考えられます。基本はオーナー様の判
断で防犯対策を強化することになります。

賃貸住宅のうち、特に単身部屋は狙われやすい要素が幾つかそろっていると言われます。たとえば日中、部屋を空
けていることが多い点です。進入窃盗のうち、空き巣が全体の約三分の一を占めており、家に誰もいないときに侵入
することが多いと考えられます。単身者向けの集合住宅の場合、多くが日中は働きに出ており、建物自体にひと気
がなくなるため、対象になりやすい、狙いやすい状態になりがちです。また住人が顔見知りではない点です。最近は
隣人同士の近所づきあいがあまりなく、特に一人暮らし向けの賃貸住宅では顕著です。近所づきあいの多い地域
では見知らぬ顔がいると、自然と注意が払われるため、泥棒も仕事がしにくいですが、隣に誰が住んでいるのかもわ
からないような賃貸住宅では、その心配がありません。さらに、賃貸住宅では鍵の交換対策がされていない場合もあ
ります。オーナー様の許可なく、鍵を交換したり、壁に穴を開けるような防犯グッズを使用することができません。その
ため、一戸建てや分譲住宅よりも防犯対策が甘くなり、泥棒にとっては侵入しやすいと考えられます。

オーナー様に、空き巣に入りにくい対策について整理します。シンプルに言うと、基本は管理が行き届いている建物
にすることです。①ゴミＢＯＸがあり、ゴミが指定日に分別されている。②ベランダ、階段、廊下などに物が置かれて
いない。③長期間不在の場合の把握をする（新聞、郵便物たまる）。④窓や玄関は補助錠やブザー、ライトなど
で対策する。人目につきやすくなる音や光を見せます。⑤ダブル鍵、スマートロックなど、最新の鍵への交換を行
う。 ⑥入居者さんへ防犯グッズプレゼント（補助錠、防犯シート）をする。
改めてオーナー様にも防犯に関する意識を高めていただければ幸いです。

空き巣に入られた後に、転居したり、空き巣対策を
追加したりしましたか？では、約半数（47.2%）
が「対策していない」と回答しています。対策した人
の中で最も多かったのは、「鍵を交換した」、「鍵の
数を増やした」で、ともに21.7%。空き巣に入られ、
盗まれたら困る物はありますか？では、76.3%は
「盗まれて困る物がある」と回答。一方、4人に1人
（23.7%）は、「盗まれて困る物はない」と回答
しています。扉や窓を施錠する以外の防犯対策を
していますか？では、6割以上（62.1%）は、
「特に何もしていない」と回答し、対策している人の
中では、「玄関扉・勝手口の扉の鍵を二重にする」
（64.9%）が最も多く、次いで「窓ガラスに補助
錠をつける」（31.5%）の順でした。
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